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　　　　　　　姦

　
五
月
三
日
㈹
市
民
体
育
館
で
成
人
式
が
行
わ
れ
、

八
六
五
人
（
男
四
五
〇
人
・
女
四
一
五
人
）
が
め
で

た
く
成
人
の
仲
問
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
市
民
吹
奏
楽
団
の
記
念
演
奏
の
後
、

本
田
市
長
の
式
辞
、
宮
沢
裕
美
さ
ん
と
丸
山
文
子
さ

ん
の
「
二
十
歳
の
朗
読
」
と
続
き
、
最
後
に
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
長
崎
宏
子
さ
ん
の
「
笑
顔
の
似

合
う
大
人
に
な
る
た
め
に
」
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

諺鶴・華　　　難『ii蕪　霧糀羅’難擁

、鞍、、、．、嚢髪1灘』1”褻冨難　屡…、馨

　　　　ゼ
　　　　禦　　　繋　　　慧

　饗襲

　
　
新
成
人
の
横
顔

　
新
成
人
に
な
ら
れ
た
人
の
中
か
ら
九
人
の
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、

①
成
人
に
な
っ
て
ま
ず
実
行
し
た
い
こ
と
は
？

②
あ
な
た
か
ら
見
た
十
日
町
の
良
い
面
と
悪
い
面
は
？

③
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
に
望
む
こ
と
は
？

④
あ
な
た
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
（
こ
と
）
は
？

⑤
あ
な
た
の
結
婚
目
標
年
齢
と
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

※
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
お
酒
を
飲
み
た
い
。

②
着
物
を
着
て
歩
い
て
も
異
和
感
の

　
な
い
町
だ
と
思
い
ま
す
が
、
若
い

　
人
が
い
な
い
の
は
寂
し
い
で
す
ね
。

③
市
街
地
の
緑
が
少
な
く
な
っ
て
来

　
た
と
思
い
ま
す
。
緑
豊
か
な
公
園

　
が
ほ
し
い
で
す
．

④
笑
顔
．

⑤
二
十
五
歳
。
タ
イ
プ
は
普
段
は
優

　
し
く
て
お
こ
る
と
怖
い
人
。

①
や
せ
る
こ
と
．

②
人
情
味
の
あ
る
人
が
お
お
ぜ
い
住

　
ん
で
い
る
の
力
良
い
面
。
遊
ぶ
所

　
力
少
な
い
の
が
残
念
で
す
。

③
自
然
環
境
を
今
の
ま
ま
に
保
ち
な

　
が
ら
、
活
気
の
あ
る
町
に
な
っ
て

　
ほ
し
い

④
友
人
．

⑤
三
十
歳
ま
で
。
理
想
の
タ
イ
プ
は
、

　
自
分
に
厳
し
く
他
人
に
優
し
い
人
。

高
　
野
恵
美

　
　
　
　
　
（
土
市
2
）
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講師の長崎宏子さん

巌
鐵

阿
部
　
洋
　
子

　
　
　
　
　
（
太
子
堂
）

①
と
り
あ
え
ず
就
職
を
早
く
決
め
た

　
い
で
す
．

②
良
い
面
は
人
が
優
し
い
と
こ
ろ
。

　
交
通
の
便
が
悪
い
の
が
難
点
。

③
若
い
人
を
中
心
の
イ
ベ
ン
ト
や
お

　
店
の
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

④
友
だ
ち
．

⑤
二
十
六
歳
位
ま
で
に
結
婚
し
た
い

　
で
す
ね
。
理
想
は
笑
顔
の
か
わ
い

　
い
人
で
す
．

①
モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
に
挑
戦
し
た
い
．

②
織
物
産
業
な
ど
伝
統
が
あ
る
の
が

　
良
い
と
思
い
ま
す
。
悪
い
面
は
別

　
に
な
い
で
す
ね
．

③
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
が
進
み
、
人
が

　
集
ま
っ
て
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

　
て
ほ
し
い
。

④
（
笑
い
な
が
ら
）
彼
女
？

⑤
二
十
五
歳
。
気
品
の
あ
る
人
が
タ

　
イ
プ
で
す
．

根
津
　
　
　
学

　
　
　
　
　
（
川
原
町
）

①
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て
人
と
接

　
す
る
人
間
に
な
り
た
い
。

②
き
も
の
ま
つ
り
な
ど
、
着
物
を
着

　
る
機
会
が
あ
っ
て
好
き
で
す
。
遊

　
び
場
が
な
い
の
が
悪
い
面
か
な
あ
。

③
遊
園
地
な
ど
の
施
設
が
ほ
し
い
で

　
す
ね
。

④
人
と
人
の
き
ず
な
。

⑤
ま
じ
め
で
思
い
や
り
の
あ
る
人
と

　
二
十
五
歳
位
ま
で
に
。

　関

　口

（日召
上」鵬
川

包子
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ブ

楽
し
か
っ
た
あ
の
場
面

大
民
謡
流
し

　
総
勢
6
0
0
人
が
十
日
町
小
唄
・
深
雪
甚
句
に
合
わ
せ

　
て
の
大
民
謡
流
し
。
今
年
も
「
世
界
の
民
族
衣
裳
と
十

　
日
町
百
年
き
も
の
華
の
パ
レ
ー
ド
」
が
加
わ
り
、
華
や

↑
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　　　　
　　磯

毒’

↓
花
ま
つ
り
稚
児
行
列

　
か
わ
い
い
チ
ビ
ッ
子
が
稚
児
装
束
に
身
を

　
つ
つ
み
、
諏
訪
町
～
本
町
通
り
～
駅
通
り

　
へ
と
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

Ω倫

一
－
～
・

襲
戴
欝

懸醜

↑澤和樹弦楽四重奏団演奏会↑ジャズ共和国国会ライブ

　
　
　
　
カ

鐵
馨
轍
．
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題話の

　　　クライマックス「十日町小唄の輪踊り」

　ようこそ◆／十日町に
　　　～転入者の集いに160人が出席～

　4月22日㈹、クロス10大ホールで「第4回転入者の

集い」が開かれました。この催しは、市が毎年転入者の

最も多い4月に、市の情報提供をし、一日でも早く十

日町に慣れ親しんでもらおうと行っているものです。

　当日は、「十日町おもしろ情報」と題したスライド

の上映後、懇親会に入り、舞台狭しと繰り広げられ

る十日町ならではのアトラクションを見ながら、地

酒や地元料理に舌鼓を打っていました。

　フィナーレの十日町小唄の輪踊りでは、160人の参

加者全員がすっかり十日町の人になっていました。

鼎襲麟護癖轟講雛畿静1華灘

繍
妻

　　　新年度事業に熱心な審議がなされました

大好き十日町会運営委員会総会

　～十日町ファンを増し、まちに元気を～

　4月27日㈱、ラポート十日町で「大好き十日町会

運営委員会総会」が開かれました。

　村山委員長の進行で平成5年度事業報告と会計中

間報告が承認された後、平成6年度事業計画が提案

されました。事業計画では、「市外に十日町ファンを

増し、市民との交流を進めて行くことがまちの元気

を取り戻すことにつながる」との考えに基づき、今

年度から市民全員で十日町ファン（市外会員）を増

し、より広い交流を展開することや新規に物産会員

コースを設ける等が提案され、承認されました。

5　とお‘∬夢3平成6年5月10日

↓
き
も
の
の
里
を
き
も
の
で
歩
こ
う

　
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
30
人
は
、
十
日
町
の
き
も
の
を

　
装
い
、
「
き
も
の
ま
つ
り
」
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　　網瞳認
　　驚鼠

　　　　　　一
↑絹の都きものコレクション

．譲レツ軸ン慰
　　　　　　　　難

　灘瀞鑛灘難響

擁　輝　撒　“
　　　　　　　ぎ
燭　…熱藩

　繋鍵灘

磯藝
　購鵜叢

センタークロスの特設ステージでは、地元モデルによる
　　　　　　　　　　　　ノきものショーが華やかに繰広げられました。

↓
塩
之
又
山
菜
ま
つ
り

　
花
冷
え
の
す
る
一
日
、
ー
5
0
人
の

　
参
加
者
は
、
め
ず
ら
し
い
山
菜
料
理

　
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

纏

，　 　



「中条小PTAバレーボールサークル』
　　　　（代表＝大島　満） 「いっしょに汗をかけるのが最高」と語る会員の皆さん

　「中条小PTAバレーボールサークル」は、昭和60

年に行われた「PTA学年対抗バレーボール大会」が

きっかけで誕生しました。学校からも協力していただ

きながら、学校開放制度を利用した活動が、9年経過

しようとしていますqこの間、初期のころからのメン

バーの大半がO　Bとなり、新規の入会がなくて存続が

難しくなったこともありましたが、最近ではまた新し

決まったネ！「ナイスレシーブ」

い顔が見えてきています。残念ながら、まだまだバレ

ーボールが特殊なスポーツとして見られる傾向があり、

PTA活動の一環ではあっても気軽に参加していただ
けないようです。興味のある方がいらっしゃいました

ら、・ぜひ一度見学に来てください。

今サークルでは、子供たちもいっしょに練習してい

ます。大人用のボールなのでかなり大変だと思います

が、へこたれずに毎週参加しています。サークル活動

を続け、みんなで楽しみながら、いっしょに汗をかけ

ることの素晴しさを実感しています。

私たちのサークルでは、バレーボールの技術を磨く

ことよりも、バレーボールを通じての仲間づくりや健

康づくり、ストレス解消を目指しています。だまされ

たと思って何回か参加してみませんか。みんなではし

ゃぐことの楽しさを実感できるはずです。

「バレーボール、みんなで向かえば怖くない！」。興

味のある人は大島満（中条上原：夜間暦57－0999）ま

で連絡してください。

※果リ詰⑭ぜ冷い　れ梅リ弁けテでサ
卵物力め①るめうくる割力当あイすラ色
の等リ物をoたち作のりりなわi　Oダど

器
に
盛
り
、
※
卵
の

や
、
好
み
で
梅
の
力

漬
け
、
プ
チ
ト
マ
ト
、

を
色
ど
り
良
く
飾
る
。

詰
め
物

・
・
－
．
㎜
．
　
　
　
　
　
　
－
♂
轟
塑
血

　　よね　　
霜垣米子さん
（麻畑・64歳智57－8768）

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
り
わ
￥
切
0
0
こ
た
リ
大

灘獺、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
作
り
方
〉
㊥
か
た
ゆ
で
卵
の
殻
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
、
上
と
下
の
両
端
を
五
ミ
リ
ほ
ど
切

色
ど
り
良
く
野
菜
や
果
物
を
飾
っ
た
　
　
り
落
と
す
。
（
安
定
を
良
く
し
て
盛
り
つ

ラ
ダ
風
の
あ
っ
さ
り
と
し
た
ご
は
ん
　
　
け
や
す
く
す
る
た
め
）

す
。
我
が
家
で
は
、
孫
の
誕
生
パ
ー
　
　
⑭
①
を
中
心
か
ら
上
下
半
分
に
切
り
、

イ
ー
な
ど
で
好
評
で
す
。
ま
た
、
つ
　
　
黄
身
を
取
り
出
す
。

あ
わ
せ
に
し
た
卵
の
詰
め
も
の
は
お
　
　
⑭
ボ
ー
ル
に
黄
身
と
油
を
切
っ
た
ツ
ナ

当
な
ど
に
も
い
い
で
す
ね
。
梅
の
力
　
　
缶
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
水
に
さ
ら
し
た
パ

カ
リ
漬
け
も
自
家
製
で
す
。
手
製
の
　
　
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
を
入
れ
て
混
ぜ
、

割
り
器
で
、
下
漬
け
に
に
が
り
を
入
　
　
塩
、
こ
し
ょ
う
で
味
を
整
え
る
。

る
の
が
歯
ざ
わ
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
　
　
⑳
③
を
白
身
に
こ
ん
も
り
と
詰
め
る
。

欝
鍵
辮
窯
撚
膿
灘
羅
雛
、
㎜
論
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凌

⑩むつみ幼稚園

裟

轟諾驚瞬肇欄騨騨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　さ
　うんていで遊んでいるところを樋熊理沙ちゃん

描きました。うんていは得意で、　　　　（5歳）

1本とばしでできるの。

饗

　　　じゅんき
長谷川淳基くん

　　（6歳）

サッカーをしているところだよ。

ぼくはいつもゴールキーパーをや

るんだ。今日は2点も入れたよ。

　
　
　
　
孫
ず

團
ス
愚

ン
話

イポ
、

臓
欝

　　How　was　your

　　　vacation？

“連休はどうでしたか。”

　ゴールデンウィークも終わってしまいましたね。

皆さんは、この連休をどんなふうに過ごされまし
たか。休み明けに良く聞かれるのはこんな会話で
す。

①田owwasy◎騨va¢就i◎醜　〈休みはどう

驚しだか〉

陸鞠s②慰網・◎繁③婁雌盤鐸瀬就s捻蟹ed
臨o閑e．1つまらなかっだ懸すよ。ず強灘察に

願ました1
日ow論o戯蟹◎ロ2　（あなだは？）

◎騰，穂w豫sawo酬e跨棚v齢畿ioη．lw¢醗
樋C隣i聰．1すばらし脚休暇でしたよ。中国

へ旅行して来ました）

◎
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
O

A
　
　
田

■
　
　
“A

　①は、「～はどんなでしたか」という用途の広い
　ら質問です。例えば、“How　was　the　test？”（テ

ストはどうだった？）というふうに使います。②
は会話でよく聞かれる表現で、「なんとなく」とか

「だいたい」といった意味があります。③の「っ

まらない」という表現を少しやわらげる働きもし
ています。つまり、「なんとなくつまらない」とい

うニュアンスが出せます。最後に、黙ゴールデンウ

ィーク”というのは和製英語で、日本びいきの人
にしか通じませんのでご注意。

β
㌧
璽

樋
ロ
タ

霧
響
欝
難

、
蕊
、
灘
鍵
翻
鰯
獺
．

　
私
は
近
所
で
七
人
兄
妹
の
末
っ
子
に

生
ま
れ
た
ん
だ
ど
も
、
小
さ
い
う
ち
に

親
類
の
こ
の
家
へ
養
女
に
来
た
ん
だ
て

　
　
　
　
　
　
　
か
す
り

の
。
こ
の
家
は
昔
、
緋
の
仕
事
を
し
て

て
、
も
ら
い
っ
子
だ
て
が
ん
に
女
学
校

ま
で
出
し
て
く
れ
た
ん
の
。
子
供
の
こ

ろ
は
諏
訪
様
で
遊
ん
で
、
古
き
よ
き
時

代
だ
っ
た
の
．

　
十
七
ま
で
女
学
校
へ
通
っ
て
い
た
ん

だ
ど
も
、
小
千
谷
で
あ
っ
た
神
宮
競
技

大
会
の
ス
キ
ー
に
出
た
ん
が
い
い
思
い

出
に
な
っ
て
ら
ん
だ
て
え
。
今
も
元
気

で
い
ら
れ
ら
ん
も
、
そ
の
こ
ろ
一
生
懸

命
運
動
し
た
お
か
げ
か
も
し
ら
ね
や
ん

そ
の
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も
ま
だ
し
る
気

に
な
ら
ね
て
の
。

カ
さ
ん

（
宮
下
町
西
・
7
6
歳
）

◎

　
二
十
一
で
婿
さ
ん
も
ら
っ
た
ん
だ
ど

も
、
子
供
が
六
か
月
に
な
っ
た
ば
っ
か

ん
こ
ろ
婿
さ
ん
を
海
軍
に
と
ら
れ
て
、

五
年
半
も
別
々
だ
っ
た
ん
だ
て
の
。
そ

れ
に
終
戦
の
年
の
大
雪
の
ど
き
は
、
男

手
が
な
く
て
雪
ほ
り
が
大
変
だ
っ
た
ん

が
忘
れ
ら
ん
ね
え
の
。
そ
れ
か
ら
食
い

も
ん
も
な
く
て
、
津
南
の
赤
沢
あ
た
り

ま
で
米
買
い
に
行
っ
た
ん
だ
て
の
。
そ

れ
も
金
で
買
わ
ん
じ
ゃ
な
く
て
着
物
と

交
換
し
た
ん
の
。

　
昔
な
ん
ぎ
し
た
ど
も
、
今
は
年
金
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
が
れ

ら
っ
て
温
泉
に
行
っ
た
り
、
息
子
に
い

い
嫁
さ
ん
も
ら
っ
た
り
し
て
言
う
事
ね

え
て
の
。
今
の
不
景
気
や
米
不
足
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

ぜ
い
た
く
ん
な
っ
た
若
い
衆
に
と
っ
ち

ゃ
い
い
薬
に
な
る
か
も
し
ん
ね
え
の
。

だ
ど
も
十
日
町
市
の
人
口
が
減
っ
て
、

若
い
衆
が
勤
め
る
所
が
な
く
て
将
来
が

心
配
だ
て
の
お
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
ち
ば
ん

　
今
は
家
事
と
留
守
番
が
一
番
の
仕
事

だ
ど
も
、
ミ
シ
ン
で
座
布
団
ぬ
っ
た
り
、

友
だ
ち
と
話
し
た
り
し
ら
ん
が
楽
し
み

に
な
っ
て
ら
ん
そ
の
。

7とお｛∬辞3　平成6年5月10日
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軽
自
動
車
税
が

　
　
　
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
、

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
連
絡
の
上
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
問
　
5
月
1
6
日
㈲
～
2
4
日
㈹

　
ま
で

ロ
申
請
に
必
要
な
物
　
①
身
体
障
害
者

　
手
帳
②
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

　
人
の
運
転
免
許
証
（
障
害
者
に
運
転

　
免
許
証
が
な
く
、
そ
の
家
族
が
運
転

　
す
る
場
合
）
③
印
鑑
④
軽
自
動
車
税

納
税
通
知
書

■
そ
の
他
　
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得

　
税
（
県
税
）
に
つ
い
て
も
同
様
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
第
一

　
係
（
盈
内
線
m
）
へ
。

消
防
職
員
採
用
試
験

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

7
月
1
日
採
用
予
定
の
消
防
士
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。

■
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

一
受
験
資
格
　
①
高
等
学
校
卒
業
者

　
で
、
昭
和
4
4
年
4
月
2
日
以
降
に
生

　
ま
れ
た
男
子
（
平
成
6
年
4
月
1
日

　
現
在
2
5
歳
以
下
の
人
）
②
十
日
町
市
、

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
に
居
住

可
能
な
人
③
身
長
㈱
弛
．
㌶
以
上
、
胸

囲
は
お
お
む
ね
身
長
の
2
分
の
1
以

上
、
体
重
5
0
キ
距
ラ
以
上
、
視
力
両
眼

　
の
場
合
昭
以
上
、
　
一
眼
の
場
合
そ
れ

ぞ
れ
％
以
上
（
矯
正
視
力
可
）
で
色

神
正
常
、
そ
の
ほ
か
身
体
強
健
で
体

質
上
問
題
の
な
い
人
。

■
第
一
次
試
験
　
6
月
1
9
日
㈲
（
場

所
・
時
間
等
は
受
験
者
に
別
途
通
知
）

試
験
内
容
①
教
養
試
験
（
国
語
・
社

会
・
作
文
）
②
体
力
診
断
テ
ス
ト

■
第
二
次
試
験
　
6
月
下
旬
（
場
所
・

時
間
等
は
第
一
次
試
験
合
格
者
に
別

途
通
知
）
試
験
内
容
①
口
述
試
験
②

身
体
検
査
な
ど

■
採
　
用
　
平
成
6
年
7
月
1
日

■
受
付
期
間
　
5
月
3
0
日
㈲
ま
で
。

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
受
付
時
間

　
は
、
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
ま

　
で
。
（
郵
送
す
る
場
合
は
5
月
3
0
日
の

消
印
ま
で
有
効
）

一
申
し
込
み
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部

総
務
課
に
①
受
験
申
込
書
②
最
終
卒

業
学
校
の
成
績
証
明
書
を
提
出
し
て

　く

だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
は
、
消
防

本
部
総
務
課
、
消
防
署
川
西
分
遣

所
・
津
南
分
遣
所
・
中
里
消
防
詰
所

　
に
あ
り
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
地
域
消
防
本

部
総
務
課
（
〒
蝿
十
日
町
市
大
字
北

新
田
1
番
地
1
0
智
5
7
1
1
5
5
5
）

　
へ
．

熊
に
注
意
！

　
春
の
訪
ず
れ
と
と
も
に
熊
の
活
動
が

活
発
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
で
も
4
月

下
旬
に
珠
川
集
落
の
当
間
山
側
で
熊
の

出
没
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
散
策
・
農
作
業
等
に
は
熊
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
熊
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
　
農
林
課
林
政
農
災
係
（
盈

　
内
線
謝
・
謝
）
へ
。

家
族
介
護
者
教
室

～
一
般
公
開
講
座
1
～

　
お
年
寄
り
の
介
護
に
お
い
て
、
こ
ね

だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
『
お
年
寄
り

の
か
ら
だ
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
2
1
日
ω
　
午
後
2
時

～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
「
三
好
園
」

〈
介
護
講
座
〉

　
演
題
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き

　
　
た
い
『
お
年
寄
り
の
か
ら
だ
』

　
講
　
師
　
中
山
康
夫
氏
（
中
条
病
院

　
　
院
長
）

　
※
介
護
用
品
の
展
示
会
も
開
催
し
ま

　
　
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　ター

「
三
好
園
」
（
暦
5
6
1
2
1
0
6
）

　
へ
．

第
7
回
新
潟
県

　
　
オ
リ
エ
ン
テ
ヨ
リ
ン
グ

　
　
　
O
L
協
会
大
会

■
と
　
き
　
5
月
2
9
日
㈲
　
雨
天
決
行

■
集
　
合
　
下
条
地
区
公
民
館

■
競
技
形
式
　
ポ
イ
ン
ト
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ

■
参
加
費
　
　
〈
ト
リ
ム
の
部
〉
大
人
H

　
2
0
0
円
、
小
・
中
学
生
H
1
0
0

円
、
〈
個
人
の
部
〉
大
人
”
7
0
0
円

　
（
当
日
申
し
込
み
ー
、
0
0
0
円
）

小
・
中
学
生
”
2
0
0
円
（
当
日
申

し
込
み
3
0
0
円
）

■
日
程
受
付
H
午
前
8
時
3
0
分

　
～
、
初
心
者
講
習
会
H
9
時
3
0
分
～
、

開
会
式
”
1
0
時
～
、
ス
タ
ー
ト
”
1
0

時
3
0
分
～
、
閉
会
式
”
午
後
1
時
～

■
注
意
事
項
　
①
参
加
費
は
当
日
受
付

で
徴
収
し
ま
す
。
②
障
害
保
険
に
加

入
し
ま
す
。
③
自
分
で
出
し
た
ご
み

は
持
ち
帰
る
。
④
コ
ン
パ
ス
は
主
催

者
で
先
着
順
に
貸
出
レ
懸
す
。

■
申
し
込
み
　
5
月
2
5
日
㈱
ま
で
に
下

条
地
区
公
民
館
「
第
7
回
新
潟
県
O

　
」
協
会
大
会
」
係
（
盈
5
5
1
2
0
0

4
）
へ
．

総
会
と
記
念
講
演

　
～
青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
～

総
会
終
了
後
、
「
教
育
は
死
な
ず
」
「
教

育
よ
、
よ
み
が
え
れ
」
な
ど
の
著
書
で

有
名
な
若
林
繁
太
氏
を
迎
え
て
、
記
念

講
演
を
行
い
ま
す
。
一
般
の
人
の
入
場

も
大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ

い
。■

と
　
き
　
総
会
H
5
月
2
0
日
㈹
午
後

　
6
時
～
、
記
念
講
演
”
午
後
7
時
～

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
学
校

　
町
1
）

〈
記
念
講
演
〉

　
演
題
「
前
例
な
き
教
育
へ
の
挑

　
　
戦
」

　
講
師
若
林
繁
太
氏
（
長
野
県
教

　
　
育
技
術
研
究
所
長
・
一
σ
篠
ノ
井
旭

　
　
高
等
学
校
長
）

■
問
い
合
わ
せ
　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
・
学
校
町

　
1
智
5
7
i
8
9
1
8
）
へ
。

子
ど
も
「
映
写
会
」

　
～
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
～

　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第

2
土
曜
日
に
幼
児
、
小
学
生
を
対
象
に

無
料
映
写
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
5
月
1
4
日
ω

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
上
映

■
と
こ
ろ
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

■
上
映
フ
ィ
ル
ム
　
劇
映
画
…
「
き
ょ

　
う
だ
い
」
　
ア
ニ
メ
…
「
こ
ぎ
つ
ね

　
コ
ン
と
こ
だ
ぬ
き
ポ
ン
」
「
ジ
ャ
ン
グ

　
ル
大
帝
～
約
束
～
」

　
　
　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
　
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
へ
．

8
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朗
読
の
勉
強
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
ど
う

　
元
N
S
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
小
西
慧
道

氏
を
講
師
に
朗
読
の
勉
強
会
を
行
い
ま

す
．■

と
　
き
　
5
月
2
1
日
d
D
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

　
町
1
）

■
問
い
合
わ
せ
　
数
藤
洋
子
（
高
田
町

　
3
東
・
夜
間
智
5
7
1
4
7
6
0
）
へ
。

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

～
丈
夫
な
歯
の
お
年
寄
り
へ
～

　
県
で
は
歯
の
健
康
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
自
分
の
歯
で
食
べ

健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
お
年
寄
り

を
表
彰
し
ま
す
．

　
歯
と
歯
ぐ
き
に
自
信
が
あ
り
、
次
の

条
件
に
あ
て
は
ま
る
と
思
う
人
は
、
歯

科
健
診
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
条
　
件
　
①
自
分
自
身
の
歯
の
本
数

　
（
親
知
ら
ず
は
除
く
）

・
7
0
歳
～
7
9
歳
の
人
…
2
4
本
以
上

・
8
0
歳
以
上
の
人
…
2
0
本
以
上

②
自
分
の
歯
の
う
ち
虫
歯
な
ど
の
治
療

　
が
終
わ
っ
て
い
な
い
歯
が
5
本
以
内
。

③
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
歯
が
な
い
。

④
そ
の
他
、
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い

　
な
い
。

■
健
診
日
時
　
6
月
1
2
日
㈲
午
前
9
時

　
～
9
時
3
0
分

■
健
診
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
し
込
み
　
6
月
2
日
㈲
ま
で
に
保

　
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
智
内
線

　
m
）
へ
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

事
業
所
の

　
　
　
　
歯
科
検
診
募
集

　
十
日
町
地
域
産
業
歯
科
推
進
協
議
会

で
は
、
平
成
3
年
か
ら
十
日
町
市
中
魚

沼
郡
歯
科
医
師
会
と
十
日
町
労
働
基
準

監
督
署
の
協
力
を
得
て
、
管
内
事
業
所

の
歯
科
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
2
5
社
1
、
6
1
4
人
が
受
診
し
ま

し
た
。

　
歯
痛
等
が
原
因
で
注
意
力
の
低
下
を

呼
び
起
こ
し
、
そ
の
結
果
労
働
災
害
を

引
き
起
こ
す
要
因
に
も
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
今
年
も
次
の
と
お
り
受
診
を

希
望
す
る
事
業
所
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
検
診
料
　
5
0
0
円

■
所
要
時
間
　
一
人
約
3
～
4
分

・
■
方
　
法
　
健
康
診
断
（
集
団
検
診
）

交通安全キャンペーン一
一

■自転車も交通ルールを守りきしょう

　新緑の季節を迎え、レジャー活動が
活発になってきました。

無謀運転、居眠り運転な　　・舅
どに起因する重大事故が　　’ジ．、

　　　　　　　　　　　　　　ノ多発しています。お互い　　　　ε
に注意しましょう。　　　　　　’〉、，、

4月中の交通事故発生状況（）は累計

辮　町霧樽 発生鶴数 負傷巻数 死巻数

十日町市
平成6年 18（56） 18（67） 1（3）

平成5年 12（47） 12（50） 0（2）

川西町
津南町
中里村

平成6年 6（21） 6（22） 0（0）

平成5年 7（28） 6（36） 1（2）

計
平成6年 24（77） 24（89） 1（3）

平成5年 19（75） 18（86） 1（4）

　　　　　国道横断中の小学4年生、

　蜷　　　　　はねられて死亡
　　璽
　　　　　4月21日㈲午後7時30分ご
　　　　ろ、下条2丁目地内の国道117

号線上で、軽貨物自動車を運転してい

た川西町の45歳の男性が、前をよく見

ていなかったために、横断しようとし

た小学校4年生の男子児童をはね、児
童が十日後に死亡しました。

こみ減量化・再資源化
　　　　　　シンポジウム

◆と　き　5月15日（日）午後2時～

◆ところ　クロス10大ホール

※グランドホール・バザール広場では、

協賛事業として不用品バザー等が行わ

れます。ぜひおいでください。

時
に
行
い
ま
す
．

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
労
働
基
準
協

会
（
商
工
会
議
所
内
盈
5
7
1
5
1
1

1
）
へ
．酒

害
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
5
月
2
0
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
L
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
皿
・
毘
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
5
月
2
4
日
㈹

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

ヘ
ル
シ
ー
チ
ェ
ッ
ク
＆

　
　
　
市
民
体
力
テ
ス
ト

　
運
動
が
身
体
に
あ
た
え
る
効
果
を
知

り
、
適
切
な
運
動
方
法
に
つ
い
て
の
助

言
を
行
い
ま
す
。
体
内
脂
肪
、
血
圧
、

体
重
な
ど
を
測
定
し
、
合
わ
せ
て
瞬
発

力
、
持
久
力
な
ど
の
体
力
テ
ス
ト
も
行

い
ま
す
。

一
期
　
日
　
6
月
1
日
㈱
、
7
月
6
日

㈱
の
2
回

■
時
　
間
　
午
後
6
時
3
0
分
」
9
時
3
0

　
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
指
導
講
師
　
関
口
陽
子
氏
（
エ
リ
ア

　
ド
ゥ
i
2
ー
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
鳶

新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

中
越
地
区
大
会

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
」
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
中
越
地
区

の
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
へ
。

日程表〉〈

種　　匿 会　　場 期日 種　　目 会　　場 期臼

女子ソフトボール 見　附　市
市民野球場

5．22（日） 男女混合綱引き 三　条　市
総合体育館

6．19（日）

年齢別テニス 小千谷市
白山庭球場

6．12（日） 年齢別バドミントン 西　山　町
総合体育館

6．29㈱

壮年サッカー
柏崎市佐藤池

運動広場
6．6伺） ワンバウンドバレーボール 長　岡　市

市民体育館 629㈱

ターゲットバードゴルフ 柏　崎　市
潮風公園

6．5（日） ユニバーサルホッケー 中里村民
体　育　館

6．12（日）

グラウンドゴルフ 加茂市陸上
競技場ほか

6．12（日） 婦人バレーボール
湯沢町カルチ

ャーセンター
6．19（日）

バウンドテニス
長岡市ロング
ライフセンター

6．12（日） 年齢別ソフトテニス
十日町市総合公

園庭球場ほか
6．19（日）

インディアカ
大　和　町
浦佐小学校

6．12（日） ラージボール卓球 十日町市
総合体育館

6．19（日）

男女混合ソフトバレーボール 越路町勤労者
体育センター

6，12（日） ラケットテニス 柏　崎　市
総合体育館

6．5（日）

9とお重夢3’平成6年5月10日
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Eー
旨

r

y纏
ふ
る
浬
の
歴
文
淋
歩
灘

S●
1
青
苧
織
物
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
青
苧
織
物
と
い
う
言
葉
は
耳
な
れ

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
の

十
日
町
織
物
の
源
流
に
な
る
越
後
ち

ぢ
み
の
素
材
で
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
も
身
近
か
な
織
物
の
一
つ
で
す
。

越
後
ち
ぢ
み
は
麻
織
物
だ
と
い
い
ま

す
が
、
こ
の
表
現
は
間
違
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
正
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
．

　
な
ぜ
な
ら
”
麻
”
に
は
二
つ
の
意

味
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
大
麻
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
　
一
方
で
は
大
麻

　
ち
ょ
ま
　
　
　
あ
　
ま

や
苧
麻
、
亜
麻
、
ラ
ミ
ー
な
ど
麻
類

の
総
括
で
も
あ
り
ま
す
。

　
大
麻
は
ク
ワ
科
で
一
年
生
の
植
物

で
す
が
、
苧
麻
は
イ
ラ
ク
サ
科
の
多

年
生
草
木
で
性
質
が
違
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
じ
ん
ぴ
　
　
　
　
　
　
う

　
こ
の
苧
麻
の
靱
皮
繊
維
を
績
ん
で

糸
に
し
た
の
が
青
苧
で
す
。

　
大
麻
の
繊
維
も
織
物
の
材
料
に
使

わ
れ
ま
す
が
、
繊
維
が
固
く
て
上
質

な
布
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
比

べ
青
苧
は
繊
維
が
や
わ
ら
か
く
て
着

心
地
が
良
い
う
え
に
糸
に
光
沢
が
あ

っ
て
美
し
く
、
し
か
も
耐
久
性
に
も

す
ぐ
れ
て
い
る
な
ど
、
大
麻
よ
り
も

織
物
に
適
し
て
お
り
高
級
織
物
の
素

材
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
青
苧
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

越
後
布
の
原
料
に
な
る
と
同
時
に
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ら

町
時
代
に
は
越
後
産
の
青
苧
が
奈
良

さ
ら
し
　
　
お
お
み
じ
ょ
う
ふ

晒
や
近
江
上
布
な
ど
関
西
地
方
の
織

物
の
素
材
と
し
て
大
量
に
出
荷
さ
れ

た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
近
世
に
な
る
と
、
越
後

の
代
表
的
な
織
物
で
あ
る
越
後
ち
ぢ

み
の
素
材
と
し
て
福
島
県
や
山
形
県

な
ど
東
北
地
方
の
青
苧
が
移
入
さ
れ

て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
越
後
布
や
越
後

ち
ぢ
み
の
原
料
は
大
麻
で
は
な
く
て

青
苧
な
の
で
す
か
ら
、
青
苧
織
物
と

呼
ぶ
の
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

ちぢみの原料となった青苧

猫端撚剥齢’

翻脳　磁粧

轟
脇
箋
灌
難

逡
　
　
曙
糞
瓢

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
き

1　　　　　　　　　　　　　　ホクリクネコノメソウ
！山野の湿ったところに生えるユキノシタ不斗の多年草です・新潟県かi

！ら山陰の日本海沿岸地方に分布しています。草丈は5～15cmほどで、輩
1根元から地上をはう太い枝を出してし・ます．茎の根元には大きな葉罐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

1あります。また、茎には葉が2枚ずつ向き合ってつきます。　　　　1
難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　護
／　5月ごろ、茎の先に淡緑色の小さな花が集まって咲きます。花は、！
毒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露
1その色や大きさのために、うっかりすると花を葉の一部と見間違えそ！

1うです。（写真で色を出せないのが残念です。）　　　　　　　　　　1
欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　「ネコノメソウ」は、実の先に1本の線があり、この線がひとみをl
l閉じた猫の目のように見えることに由来します。「ホクリク」は、新潟1
蓑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙
1以西の日本海側に分布することに由来します。　　　　　　　　　　　／

　　今月の』表紙

　5月2日（月）・3日（幻の両日に渡り、

第18回きものまつりが盛大に行われ

ました。2日夜の大民謡流しに始ま

り、3目は成人式の振袖姿の女性が、

歩行者天国やきもの広場無料茶席に

繰り出し、市内はきもの一色と化し

ました。今回から開催日を連休に移

したこともあり、昨年を上回る4万

人の人出でにぎわいました。

鱗
霧
韓
　
蕉
　
難
難

畳ド、顕き’

市の動き
（4月末8現在）

45，628人（前月比＋32）

22，513人（〃　＋34）

23，115人（〃　一2）

ロ
男
女

人■

（前月比十61）12，694■世帯数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
蕊
灘

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
　
　
♂

■
四
月
に
商
工
観
光
課
か
ら
広
報
担
当
に

異
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
大
好
き
人
間
㊧
で
す
。

　
「
文
字
を
書
く
の
は
大
の
ニ
ガ
テ
」
な
ん

て
言
っ
て
い
る
間
も
な
く
、
取
材
に
追
い
か

け
ら
れ
て
い
た
ら
、
三
十
七
年
目
に
し
て
お

た
ぷ
↑
風
邪
を
発
病
し
ま
し
た
。
長
女
が
発

病
し
て
ち
ょ
う
ど
二
週
間
後
だ
っ
た
の
で
、

い
か
に
子
供
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
か
の
証

明
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
成
人
男

性
に
は
怖
い
病
気
、
要
注
意
。

■
新
し
く
広
報
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
今

ま
で
市
報
や
お
知
ら
せ
版
を
見
る
と
き
、
「
こ

う
し
た
り
、
あ
あ
し
た
り
し
た
方
が
い
い
の

に
な
」
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

実
際
に
自
分
で
原
稿
を
書
く
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
ち
ょ
っ
と
足
を
痛
め
て
、
健

康
の
大
切
さ
が
身
に
し
み
て
い
る
㊥
で
す
。

　
広
聴
も
担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
政
へ

の
提
言
な
ど
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

70この紙は再生紙を使っています。




